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（様式第１号） 

    令和６年６月１０日 

議会報告・意見交換会報告書 

 

天童市議会議長  様 

代表者  鈴木 照一 

記録員  斉藤 美千代 

班 員  三宅 和広 

  

 

議会報告・意見交換会を開催したので、その概要を下記のとおり、報告します。 

記 

１ 日     時 令和６年５月２１日（火）１９時 ～ ２１時 

  会      場      市立天童北部公民館 

３ 欠 席 議 員 なし 

４ 参 加 者 数 ３名 

５ 報 告 内 容 令和５年度の議会活動状況など 

６ 意見交換の内容 

（議会・議員及び市政

に対する意見、提

言、要望等） 

市 民 議 員 

北久野本地域は住宅が密集し

ていて、地震が発生してからの

火災の際、防火水槽がなく対策

が必要ではないか。 

市全体でも地震火災対策を考

えていただきたい。 

 

 

 

 

北久野本は消火栓に頼る

しかない。上水道は西川町

から来るのでおそらく断

水の可能性がある。住宅が

密集しているので手立て

が必要。 

具体的に検討していかな

ければならないと思う。 

例えば、留山川ダムがあっ

て水の枯れない押切川か

ら水を引いてくればとは

思うが、費用の面、土地の

問題でハードルは高い。 

水害には対策があるが消

火に関しては欠けている

ので重要な視点である。 
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（調査結果） 

現在、北久野本町内の公園

などに６基の防火水槽が

設置されている。住宅密集

地でもあり防火水槽の新

設は用地や工事の問題も

あり難しい。市内全域で、

耐震性のある水道管に更

新を進めており、消防水利

の確保として消火栓の活

用も可能と考えている。 

高齢化が進み、農家をやめたい

という方が増えている。これか

らどうしていくか、イノシシや

サルなどの害獣被害もあり、農

林行政について考えていただ

きたい。山は、担い手もなく放

置されているところも多い。50

年から 100 年のスパンでの収

入となる。林業を維持するため

に、市はどのように考えている

のか。 

 

 

 

市はやまがた紅王を推してい

るが手間がかかるので、若い人

は、桃やシャインマスカットに

移行して、さくらんぼから離れ

つつある。質問に出してほし

い。 

 

 

 

 

 

天童市は、林業に関しては

遅れている。林道の整備な

ど、専門家をいれてやる必

要があるのではないかと

問うたことがあるが、市か

らは良い返事は得られな

かった。貸し借りや売買な

ど、集約が進めばよいのだ

が。現在はドローンなど技

術が進みうまく活用して

いけば、持ち主もわかり、

これからは進めていかな

ければならない。 

 

高齢化の問題は産地とし

ての危機。手間もかかり、

天候に左右され、被害を受

けたことを見ている若い

人は手を出さない。さくら

んぼやラ・フランスは産地

としてやっていけるのか、

きちんと対策を考えなけ

ればならない。 

 

バイオマス発電用のチッ
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杉以外のものを植えて短期間

で成長、伐採、バイオマスなど

にしてはどうか。それを行って

いる業者が山形にあったと思

う。伐採を無料で行い、伐採後

の木を無料でもらっていく業

者もある。 

 

プ材は不足している状況

である。 

今すぐ回答できないこと

は後程きちんと回答する。 

 

（調査結果） 

本市では、森林が有する防

災・減災の機能が最大限発

揮できるよう、森林所有者

による経営管理が困難な

森林を中心に、森林環境譲

与税を活用した森林整備

を進めている。 

今日までの進捗状況は、土

砂災害警戒区域等に指定

された森林を含む田麦野

地区の一部をモデル地区

に選定し、今後の経営管理

について対象森林所有者

の意向調査を行い、市への

委託希望森林面積を確定

した。その後、対象森林の

現地調査や測量調査を行

い、整備方法を所有者と協

議しながら契約書を作成、

所 有 者 の 同 意 を 得 て 公

告・縦覧し、今年度間伐を

実施する予定である。 

今後は、次の整備対象区域

を選定し、所有者の意向調

査から始めて間伐を実施

するまでの一連の流れを

繰り返し行って、本市の森

林の保全を図っていく。 
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避難困難者を把握したいが、住

民から個人情報だから教えら

れないと返事が返ってくる。居

るのはわかっているが名前を

上げられない。市から名簿がく

るが照合しかねる。７５歳以上

の名簿には、健康な人も入って

いて、本人に無視、拒否される

ケースもある。 

 

乱川の場合、要支援の方は、自

己申告で市へ、市から区長へ隣

組へ。個人情報だからと教えて

もらえない。自己申告なので本

当に支援が必要なのか判断が

難しい。 

 

どういった流れで要支援者の

申告がなされているのか。上の

人もわかっていないのではな

いか。 

訓練の時、名簿にある人に事前

に声をかけてやったのだが、な

ぜ個人情報を知っているのか

と思われるのではないか。 

どう対処したらよいか、危機管

理室で説明会を設けてほしい。 

 

アパートに住んでいる方の情

報がほぼない。移転、特老に移

った場合も把握できていない。 

 

どのように扱うのか説明

してもらったほうが良い。 

データを有効に活用する

には、きちんと取扱いの指

導が必要。確認する。 

 

（調査結果） 

災害時に自力避難が困難

な避難行動要支援者に対

して、平時から支援者に情

報を提供してよいか確認

し、本人の同意を得られた

ものは、自主防災会や民生

委員などの支援関係者に

情報を提供している。 

また、同意を得られなかっ

た方についても、概ね５年

後をめどに、再度、同意の

有無を確認している。 

避難行動要支援者制度に

ついては、毎年、市自主防

災会連絡協議会総会にお

いて、制度の概要を説明し

ている。 

各地区への制度説明につ

いては、各自主防災会と調

整、連携し、情報の取扱い

等を含め説明する機会を

設けていきたい。 

乱川駅は、北の玄関口といわれ

ているが発展がなく駅周辺は

これでいいのか。学生の通学で

しか利用しないからなのかも

西道路は大富中まで整備

されたときに、神町駅でな

く乱川駅を利用するので

はないかということで、西
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しれないが、人が降りたくなる

駅ではない。 

これからは交流人口を増やし

ながら農業や産業を残してい

くためにも、駅を起点としてど

う生かしていくのか。 

駅前は狭く送迎も困難であり、

待合所も長時間いれるところ

ではない。 

無人駅だからＪＲでは手をか

けないだろう。地域発展のため

どう考えているのか。 

工業団地で働く人の住環境な

どどう考えているか。 

数十年進んでいない。 

乱川駅の西側に駐車スペース

を。西道路をつくるのであれ

ば、防災、避難所も含めて自立

した農業を中心とした施設や

電気、水を作り出すことはでき

ないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全で住みよいまちづくりに

ついて 

街灯が切れた際の対応が遅い

のではないか。 

 

側に駐車場をという意見

がある。線路下に地下道を

つくる必要が出てくるた

めなかなか難しいと思う。 

乱川駅を使って交流人口

を増やすことはもっとも

である。インターネットで

天童木工を検索すると、最

寄り駅は乱川駅で、駅から

降りて歩く人が結構いる。 

農業で交流人口を増やす

アイデアとして、里芋畑を

作り、掘って芋煮会をす

る。ターゲットは外国人の

富裕層などではと考える。 

利用人数は増えてきてい

るので、ホームに屋根を付

けたいという要望にも近

づいてきていると感じて

いる。 

ただ、冬は下から雪が吹き

上げてくるので意味がな

いので、待合室のようなも

のがよいのではないかと

いう意見があった。 

山口西工業団地の住環境

整備で定住人口増やすこ

とは必要かと思う。住宅地

を作る計画もあったが頓

挫している。 

 

 

 

街灯切れの対応は、早いと

感じている。 
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側溝の整備がされていないた

め、大雨の時は流れっぱなし

で、雨が低い方に流れて行くた

め側溝がのみこめない。 

東日本大震災の時に放射能の

関係で側溝掃除はするなとい

われていた。これからどうなる

のか。 

ハザードマップはあるものの、

アンダーパスもある。もう少し

整備が必要なのではないか。 

要望が上がった場合は早めの

対応を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査結果） 

本市では、地域の要望を踏

まえて、例年、側溝整備を

含めた道路整備を進めて

おり、本市の市道について

は、概ね側溝が整備されて

いる状況であると認識し

ている。なお、私道の側溝

整備については、所有者が

整備するものとなるので

御理解をお願いしたい。 

側溝の排水不良等が見受

けられる場合には、まずは

現地確認を行い、その後、

解消に向けた対策を講じ

るので、建設課まで御相談

いただきたい。 

側溝清掃については、東日

本大震災以降、地域による

側溝清掃の自粛をお願い

していたが、平成３０年度

から、震災以前に地域で側

溝清掃を行っていただい

ていた路線については、側

溝汚泥の蓄積なども考慮

し、市が段階的に点検や清

掃を行った後に、地域の皆

様から可能な範囲で泥上

げ清掃の協力をいただい

ている。 

堆積した土砂などで側溝

が詰まっている場合など

については、その都度、清

掃を行うので、お気付きの

点があれば、御連絡をお願

いしたい。 
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災害対策について、避難所は大

雨は小学校と中学校に分かれ

て避難するようになっている

が、備品や備蓄はどこまで考え

ているのか。 

6800 人いるがどれだけの人が

避難して、何日ぐらいを対応し

ようとしているのか構想が具

体的にわからないでいる。 

一般質問で議員も質問してい

るようだが、市も本気になって

考えてもらいたい。 

これまでの大きい地震でも冬

の寒いときに発生しているの

で、そういった寒さ対策なども

考えてほしい。 

自主防災会に任せきりではな

く、具体的に示していただき、

急ぐ必要があるのではないか。 

公民館には段ボールベットは 1

個だけである。そのほか分散し

ておいてあるのだが、避難者が

どこに何がおいてあるのかわ

かるようにしてほしい。 

 

来年は北部地区が防災訓練に

当たっている。避難所運営体制

県道天童河北線と国道 13

号の交差部には側溝が整

備されているが、周辺より

も低い地形となっている。

台風や豪雨などの際には

冠水が発生するおそれが

あるので、通行の際には御

注意いただきたい。 

 

避難所の備蓄だが、毛布、

段ボールベットは不足し

ている。 

災害時に運んでくると言

われているが、道路が寸断

したりすれば運べない。 

一般質問した経緯があり、

市の方で認識してもらえ

たか再度確認する。 

地震が発生した場合は、市

内全域なため、トラックの

確保ができるかもわから

ない。 

少なくても運搬には１日

～２日の差は出るため、公

民館にあった方が良い。 

自助の努力でとのことだ

が公助でも必要であると

感じている。 

 

（調査結果） 

天童北部地区の災害時の

備蓄品については、主な指

定避難所となっている市

立北部公民館に、備蓄食料

や毛布、簡易トイレ、発電

機等を備蓄しており、市地
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など出来ていないため、何をど

うしたらいいのかわかりやす

いマニュアルがあると良い。 

 

域防災計画に掲載し公開

している。 

避難所内での備蓄品の所

在については、公民館の職

員と相談しながら、わかり

やすい表示と周知に努め

ていきたい。 

備蓄品の数量について、山

形盆地活断層帯における

被害想定を基に、食料につ

いては、想定避難者数の１

日分を市と避難者自らの

持ち出し品で対応するこ

とを想定している。しか

し、２日目以降の食料や避

難生活に必要な物資につ

いては、すべての避難者の

分を賄うには十分でない

と考えられるので、国及び

県、災害協定先、全国から

の支援物資等で対応する

こととしている。 

また、避難時の寒さ対策と

しては、備えている暖房機

器を使用したり、災害協定

先から資機材等を調達す

ることとしているが、発災

当初の自助として、できる

だけ厚着にしてもらうこ

とや自宅から持ち出せる

方は毛布等を持参するな

どの方法も周知していき

たいと考えている。 

避難所運営については、市

総合防災訓練のメニュー

に、毎年取り入れて実施し
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ており、その訓練内容につ

いては、事前に北部地区の

自主防災会に説明及び打

合せをさせていただけれ

ばと考えている。 

また、避難所運営に係るマ

ニュアルの定型様式も準

備しているので、市地域い

きいき講座等を通じて、各

避難所に合ったマニュア

ルが作成できるように、説

明、周知していきたい。 

 

押切川を過ぎたところから、急

に街灯が少なくなり真っ暗で

ある。公園の電気は 21 時で消

えるので辺りは真っ暗になる。

商店街は明るい。 

 

 

要望を出してほしい。 

 

以前は商店街は独自で管

理していたが、現在は市が

管理をしているため、電気

の数も多い。 

給食費滞納者の肩代わりをし

ている教師がいるのではない

か。 

義務教育なのになぜ払わなけ

ればならないのかという滞納

者もいる。以前は、北部地区で

は学校後援会会費として一世

帯 200 円を負担してもらって

児童の報奨などに使っていた。 

教育関係の予算が少ないので

はないか。もう少し子どもを育

てやすい天童市にしてほしい。 

 

市報や、公民館だよりなど紙媒

体は必要か。月２回の配布はた

いへんであり、デジタル化する

現在、天童市では給食費の

未納者はいない。 

徴収方法も変わっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（調査結果） 

市報の発行回数は、市政の

動きや市民生活に必要な
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ことも検討してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光客が来ても荷物を預ける

ところがない。天童駅かパルテ

にロッカーがあると良い。 

 

 

これまでコンポストの助成は

あったのだが、宅配ポスト購入

推進の助成などしたら面白い

と思う。 

 

 

 

 

条例が改正されるときは、議会

は確認しているのか。 

 

情報をお知らせし、より新

しい情報を迅速にお伝え

するには、月２回の発行が

必要と考えている。デジタ

ル化については、デジタル

に全市民が対応できない

状態を踏まえると紙の市

報の配布が必要であると

考えている。 

 

（調査結果） 

駅の将棋資料館の隣に、ロ

ッカーがあるので御活用

いただきたい。 

 

ＳＤＧＳ持続可能な社会

のための一環として良い

と思う。コンポスト、生ご

み処理機に助成している。

大きな問題があって、必要

性があり助成している。宅

配ポストも実現させたい。 

 

条例を作るときも、改正す

るときも議会に諮られる。 

 

７ 所  感 

３名の参加と少なかったが、地域の課題や意見を多数いた

だき、有意義な会であった。 

課題は解決できるよう取り組み、意見は今後のまちづくり

の参考にしていく。 

 


